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ティ」を何度かやった。「学校でものを食べ
てはいけない」が原則だが、家庭科の調
理実習や学級活動にこじつけた。子どもに
大好評であった。

こうしたパーティは、教師の度量が必要
だ。「えいや！」とやっちゃう度量だ。「先生
のクラスだけ…」と注意・指導されたら、「申
し訳ありません」と謝る覚悟だ。

しかし、パーティは１日のせいぜい２～
３時間である。「卒業単元」は１週間全部
である。ダイナミックさが違う。

若かった私は「１週間」に怖じ気づいた。
ベテランになると、逆に若い先生が「とて
もできません」と尻込みすることに合わせて

「自粛」してしまった。
今思うと情けないことだ。サポートして学

年でやっちゃえばよかった。

「卒業単元」実践は、教師の夢と度
量なしにはつくれない。

 
 
◆ハードル３ 教師の総合力が反映する
「卒業単元」にはそれまでの教師の授業、
学級経営、裏文化、全てが反映する。学
級崩壊したクラス、荒れたクラスでは絶対
にできない実践である。

TOSS で学ぶ教師なら、子どもから次の
活動が提案されたら本物だ。
① 五色百人一首

解 説

１．丸ごと追試ができなかった

今みなさんは、向山氏の圧巻学級経
営案をご覧になった後、どんなこと
を感じ、そして、何をしただろうか？

向山氏に驚かれ、呆れられたことがある。
６年担任を何度もした。荒れたクラスを立
て直して卒業させる仕事が多かった。

向山実践に憧れ、６年の実践もたくさん
追試してきた私だが、丸ごと追試ができな
かった実践がある。
「卒業単元」である。「卒業単元」を追試
するためには３つのハードルがある。
 
◆ハードル１ 授業をほぼ１月で終了する

大前提として、授業をテンポよく進める必
要がある。

算数や歴史の教科書を最後の単元まで
「ほぼ１月で」終了させなければならない。

まとめのテストもある。４月から「その気」
で計画を立てて進める必要がある。

まあ、これは TOSS で真剣に学ぶ教師な
らクリアできるだろう。

私の場合、少人数指導が導入されて学年
チームで算数を進めることになると、１月
で終わらなくなった。
 
◆ハードル２ 教師の夢と度量が必要
「お菓子のパーティ」「食べ物持ち込みパー

こどもが構想する「卒業単元」は教師の夢と度量と
授業力の反映である
木村重夫
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② 全員が楽しめるルールの外遊び
　 例）王様ドッジボール
③ ダンス、ニャティティソーラン、
　 ニャティティ音頭など
④ 将棋・ふれあい囲碁・コマ回し・け
　 ん玉などの豊かな室内遊び
⑤ 理科実験、科学あそび
⑥ 名文詩文暗唱＆算数難問
⑦ チャレラン（ペーパーチャレラン）
⑧ 合唱・のど自慢・歌合戦
⑨ お茶会（食べ物持ち込み！）

向山氏は「１～３年までの算数」「１～
３年までの国語」を入れさせた。教師が進
める知的な授業である。

向山学級は「映画」２時間とある。何を
上映したのだろうか？

現在なら、「ｅスポーツ」と言われるゲー
ムや、生成 AI を使った活動を入れたがる
子が多いかもしれない。

２．「ミニ卒業単元」のすすめ

時間が取れない、学年の調整が難しいな
どで「１週間」はとても無理ならば、「１日
だけ」「３日間」「１日２時間×週５日の帯
タイム」など工夫したい。

いわば「ミニ卒業単元」である。規模は
小さいが、子どもと夢が共有できる。

時間をやりくりして、子どもたちとミ
ニ卒業単元をつくろう

祭りばやしサークルの梅沢貴史氏と吉川
たえ氏のミニ卒業単元を紹介する。
 

◆梅沢実践　「１日お化け屋敷」
１・２校時　お化け屋敷づくり、全校他ク
ラスへの招待状づくり
２校時休み時間　１・２年生招待
３校時　「お化け屋敷補強」
３校時休み　３年生を招待
４校時　「お化け屋敷補強」
すきま時間に自分たちも楽しむ。
昼休み　４・５・６年生招待
５校時　卒業式練習
６校時　お化け屋敷片付け

 
◆吉川実践　帯タイム「卒業単元」
１日２～３時間×５日間
中学数学チャレンジ「長いもの探し」
理科：人の体の不思議
国語：リレー作文、百人一首
外国語：英語で討論
図工：あなたもイラストレーターに
体育：サッカー、体力テスト
音楽：歌合戦

教師の夢と度量と授業力で、わが学級・
学年の「卒業単元」をつくろう。
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授業と遊び、計画と即興――。
子どもたちはこの自由な時間の中で、６

年間の学びを再構築する。
向山氏はさらにこう語る。

「何もかも自由にさせるわけではない」
「私のやりたいこと、学校としてやら
ねばならぬこともある」

「だが、発想は、全く自由なところか
ら出発させる」

「班ごとに『卒業単元』の時間割を
まず考えさせる」

「条件はただ一つ。『教育的な価値を
こじつけろ』である」

自由で、そしてダイナミックな実践――。
「卒業単元」は、まさに 向山流学級経営と
学習指導の集大成 でもある。

３．本資料集掲載の向山実物資料

向山学級の学級通信を中心に、「卒業単
元」の実践を紹介する。

⑴ 向山洋一『学級通信エトセトラ』
調布大塚小学校 6 年、1977 年、
向山実物資料 A112-13-01
⑵ 向山洋一『学級通信ランダム』
調布大塚小学校 6 年、1982 年、
向山実物資料 A117-08-01
⑶ 向山洋一『教師の成長は子供とと
もに 6 年の学級経営』
明治図書、1984 年、p.110–117

解説は木村重夫氏による。

１.「卒業単元」とは何か

６年生の３学期――。
予定した授業内容は、ほぼ１月で終了す

る。２月、３月の間は、比較的自由な授業
が許される。

向山洋一氏は、次のように語っている。

「私は、小学校時代最後の、そして
たった１回のこの時期の授業を子ど
もたちに構想させることにしている」

 
子どもたちが、自ら学習計画をつくる。

それがこの「卒業単元」の最大の特徴で
ある。６年間の締めくくりにふさわしい “ 究
極の授業 ” である。

２．「卒業単元」の例

向山学級（５代目）の６班の子どもたち
は、次のような時間割を立てた。

Ａ 百人一首（平安時代の勉強）
Ｂ 多摩川へ行く（社会科見学）
Ｃ 漫画を読む（図書の勉強）
Ｄ 屋上あそび・バスケットボール・
野球……（体育）
Ｅ 読書（国語）
Ｆ 調理実習（家庭科）
Ｇ お店屋さんごっこ（社会・金銭感
覚を身につける）
Ｈ のど自慢（音楽）
Ｉ 向山先生コンサート（音楽）……

本資料について
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● 向山洋一『教師の成長は子供とともに ６年の学級経営』明治図書、1984 年
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● 向山洋一『教師の成長は子供とともに ６年の学級経営』明治図書、1984 年、p.110-117
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● 向山洋一『学級通信エトセトラ』1977 年、調布大塚小学校６年、向山実物資料 A112-13-01
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● 向山洋一『学級通信ランダム』1982 年、調布大塚小学校６年、向山実物資料 A117-08-01
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